
  

 

 

「データ利活用シンポジウム 

AI 時代のデータ利活用～現場で活かす仕組みと人の役割～」 

を開催します 
 

 

喫緊の社会課題の解決に資する先進的なデータ利活用の取組を、和歌山から全

国に向けて広く発信するため、シンポジウムを開催します。  

 
 

１．開催日時 令和８年 11 月 26 日（木）13:30～16:30（開場 12:30） 

２．会  場 和歌山城ホール 展示室（１階）（和歌山市七番丁 25-1） 

  ３．定  員 現地参加 120 名及びオンライン配信（参加費無料） 

  ４．主  催 総務省、独立行政法人統計センター、和歌山県 

５．内  容  

 【基調講演】 

「更なる AI の進展はデータ利活用をどのように変容させるのか？」 

     慶應義塾大学理工学部 教授／人工知能学会 前会長･顧問 栗原 聡 氏 

 【特別講演】 

「AI 活用と人材育成 ～ビジネスエコノミストの経験から」 

みずほ総合研究所(※) 調査部 プリンシパル 小野 亮 氏 

 ※「みずほ総合研究所」は、株式会社みずほ銀行内のシンクタンクです 

 【パネルディスカッション】 

「AI 時代のデータ利活用～現場で活かす仕組みと人の役割～」 

    コーディネーター：学校法人昭和女子大学 理事長 椿 広計 氏 

パネリスト：基調講演･特別講演登壇者２名／和歌山県知事 宮﨑 泉 

 

６．参加方法 下記 URL の申込フォームから事前にお申込みください 

https://datasympo2026.telewaka.tv/form/ 

   （申込締切  令和８年11月10日（火）先着順）  

   ※同日付けで総務省も記者クラブへ資料配付   

 

和歌山県 記者発表 

令和８年８月31日  

（連絡先） 

企画部 企画政策局 調査統計課 

データサイエンス推進班 

担当：楠見、石橋  電話：073-488-2430 






